
第２ 実践事例 

事例１ 問題解決的な学習の充実を図り、主体的・対話的で深い学びの実現を図る事例 

〇学年    第５学年 

〇主な領域  内容⑶ア(ｳ)・イ(ｳ) 貿易や運輸 

〇事例のポイント 

①問題解決的な学習を充実させることで、児童に概念的知識を身に付けることができるように

する。  

②「学習のまとめシート」を学習の見通しと学習の足跡として活用することで、児童の思考を

深めることができるようにする。  

③ＩＣＴ端末のデータ共有機能を活用することで、児童の対話的な学びの活性化を図る。  

 

１ 小単元名 「工業生産を支える貿易と運輸」（６時間） 

２ 小単元について（略） 

３ 小単元の目標と評価規準 

 ⑴ 目標 

 我が国の工業生産について、交通網の広がり、外国との関わりなどに着目して、地図帳や地

球儀、各種の資料で調べ、まとめることで貿易や運輸の様子を捉え、それらの役割を考え、表

現することを通して、貿易や運輸は、原材料の確保や製品の販売などにおいて、工業生産を支

える重要な役割を果たしていることを理解できるようにするとともに、主体的に学習問題を追

究・解決しようとする態度を養う。 

 ⑵ 評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①交通網の広がり、外国との

関わりなどについて地図帳

や各種の資料で調べて、必要

な情報を集め、読み取り、貿

易や運輸の様子を理解して

いる。 

②調べたことを表にまとめ、

貿易や運輸は、原材料の確保

や製品の販売などにおいて、

工業生産を支える重要な役

割を果たしていることを理

解している。 

①交通網の広がり、外国との

関わりなどに着目して、貿

易や運輸の現状や課題と今

後の取組について考え、表

現している。 

②工業生産と貿易や運輸の働

きを関連付け、貿易や運輸

の役割を考え、適切に表現

している。 

①工業生産における貿易や運

輸について、学習問題や学習

計画を立てたり、学習を振り

返ったりして、学習問題を追

究し、解決しようとしてい

る。 

４ 小単元の指導計画・評価計画（６時間） 

過

程 
○主な学習活動 ・学習内容 

【評価の観点】内容〈方法〉 

※網掛けは評価した結果を記録に残す場面 
資料等 

つ 

か 

む 

 

①船や港、空港などの写真資料から、工業に

関わる貿易について話し合い、運輸との

関連をもとに、学習問題と学習計画を立

てる。 

 

 

【態①】 

工業生産における貿易や運輸につ

 

 

 

・船、港、 

  空 港 

事例のポイント① 

 既習事項と貿易や運輸への児童の疑問を結び付

けて、学習問題を立てる。 



 

 

つ 

 

 

か 

 

 

む 

 ・自動車工業の輸送手段 

 ・工業製品が輸送される船や港、空港の

様子 

 

 

 

いて、学習問題や学習計画を立て、解

決しようとしている。 

〈発言・学習のまとめシート〉 

 

 

 

 （写真） 

・工業製 

 品の輸 

 送手段 

 に関す 

 る DVD 

・食料品 

 に関す 

 る原材 

 料の輸 

 入先 

 (表・グ 

 ラフ） 

・学習の 

 まとめ 

 シート 

 

 

②トラックターミナルなどの写真資料や交

通網の広がりを示した図から、工業製品

がどのような輸送手段で運ばれるかにつ

いて調べ、日本の運輸の特色について話

し合う。 

 ・トラックターミナル周辺の交通の様子 

 ・工業製品を運ぶためのトラック、鉄道、

船、飛行機などの輸送手段 

【知・技①】 

必要な情報を集め、読み取り、工業

生産における様々な輸送手段の働き

について理解している。 

〈発言・学習のまとめシート〉 

・トラッ 

  クター 

  ミナル  

 （写真） 

・日本の 

  交通網 

  （図） 

・学習の 

 まとめ 

 シート 

 

 

 

 

 

調 

 

 

 

べ 

 

 

 

る 

③日本の貿易の輸入について、輸入額や輸

入品の変化、輸入相手国などを調べ、日本

の輸入の特色について考える。 

 ・年々増加する輸入額 

 ・原材料や燃料、食料など中心の輸入品 

 ・主にアジア地域から多く輸入される安

価な工業製品 

 

【知・技②】 

 調べたことを学習のまとめシート

にまとめ、日本の輸入の特色につい

て理解している。 

〈発言・学習のまとめシート〉 

・輸入額 

  や輸入 

  品の変 

  化、主 

  な輸入 

  品の相 

  手先 

 （表・グ 

  ラフ） 

・学習の 

 まとめ 

 シート 

④日本の貿易の輸出について、輸出額や輸出

品の変化、輸出相手国などを調べ、日本の

輸出の特色について考える。 

 ・年々増加する輸出額 

 ・輸出品の多くは自動車や集積回路など

の高い技術が必要な工業製品 

 ・輸出取引先の多くは米国や中国 

 ・海外での現地生産の増加 

 

【知・技②】 

 調べたことを学習のまとめシート

にまとめ、日本の輸出の特色につい

て理解している。 

〈発言・学習のまとめシート〉 

・輸出額 

  や輸出 

  品の変 

  化、主 

  な輸出 

  品の相 

  手先 

 （表・グ 

  ラフ） 

・学習の 

 まとめ 

 シート 

学習問題 

  日本の工業生産にとって、貿易や運輸には、どのような役割があるのだろうか。 

編 P49 指導計画作成の 

留意事項⑹ 

事例のポイント② 

 小単元を通して「学習のまとめシート」

を活用し、児童が学習内容を把握し、学習

問題を解決するための情報を共有できる

ようにする。 
編 P49 指導計画作成の留意事項⑹ 



⑤日本の貿易に関する課題について調べ、話

し合う。 

 ・工業製品の原材料や燃料、食料などを

輸入に頼っていること 

 ・海外の現地生産の増加に伴って生じる

国内産業の空洞化 

 ・輸入に不安があること（災害や事件等） 

【思・判・表①】 

これまでの学習をもとに、外国と

の関わりなどに着目して、貿易が抱

える課題について考え、表現してい

る。 

〈発言・学習のまとめシート〉 

・日本の 

  貿易額 

  の変化 

 （表） 

・学習の 

 まとめ 

 シート 

 
⑥日本の工業生産における貿易や運輸の役

割についてまとめ、学習問題の結論を導

き出す。（本時） 

 ・日本の工業生産における貿易や運輸の

役割 

 

 

 

 

 

 

【思・判・表②】 

貿易や運輸が工業生産に果たす役割

についてまとめ、学習問題の結論を考

え、適切に表現している。 

〈発言・学習のまとめシート〉 

・学習の 

 まとめ 

 シート 

ま

と 

め 

る 

５ 本時の学習指導（６／６時間） 

 ⑴ 目標 

   学習してきたことを基に、日本の工業生産における貿易や運輸の役割についてまとめるこ

とを通して、学習問題の結論を考え、適切に表現することができる。 

〈思考力、判断力、表現力等〉 

 ⑵ 展開 

主な学習活動 ・学習内容 ・指導上の留意点 評価〈方法〉 資料等 時間 

１ 前時までの学習を振り返り、本時

の課題（学習問題）をつかむ。 

 

 

２ 「学習のまとめシート」を基に、

運輸の役割について考え、グループ

で話し合い、発表する。 

 ・運輸が果たす役割 

 

 

 

 

３ 「学習のまとめシート」を基に、

輸入と輸出の役割について考え、グ

ループで話し合い、発表する。 

 ・輸入、輸出が果たす役割 

・「学習のまとめシート」を確認する。 

 

 

 

・トラックターミナルの写真などを提

示することで、輸送手段について学ん

だことを想起できるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

･トラ  

 ック 

 ター 

 ミナ 

 ルの 

 写真 

 

 

 

 

 

 

１ 

 

 

 

９ 

 

 

 

 

 

 

 

15 

 

 

 

事例のポイント② 

 「学習のまとめシート」を基に、運輸の特色に着目させ、

日本の工業生産にとって、どのような役割を果たしていた

か、考えさせる。 

 同様に、学習活動３では、輸入と輸出の特色に着目させる。 

学習問題 

  日本の工業生産にとって、貿易や運輸には、どのような役割があるのだろうか。 

学習問題の結論 

貿易には、輸入によって日本で確保が難しい原材料や日本より安く生産される工業製品を買

ったり、輸出によって高い技術で作られた日本の製品を売ったりするなどの役割があり、運輸

には、輸送手段を組み合わせて目的地に原材料や工業製品を届ける役割がある。 

日本の工業生産にとって、貿易と運輸はなくてはならない重要な役割を果たしている。 

事例のポイント② 

 「学習のまとめシート」を基にして話し合うことで、問題解決のための比較・関連付けを促し、児童間の対話

の活性化を図ることで、思考を深めさせる。 

事例のポイント③ 

 ＩＣＴ端末のデータ共有機能

を利用して、グループごとの考え

を大型テレビに映して学級全体

で共有する。 



４ 自分なりに学習問題の結論につ

いて考え、文章で表現する。 

 

 

 

 

５ 学級全体で学習問題に対する結

論を導き出す。 

 

 

 

 

６ 本小単元の学習を振り返る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「貿易や運輸が工業生産を支えてい

ること」や本時や単元を通しての「自

分の学び」について、具体的に記述す

ることで、振り返ることができるよう

にする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

５ 

６ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 事例のポイントと考察 

⑴  事例のポイントについて 

ア ①問題解決的な学習を充実させることで、児童に概念的知識を身に付けることができるよ

うにする。 

本事例では、貿易や運輸に対する児童の疑問や予想などを大切にしつつ、「つかむ」過程にお

いて単元の学習問題と、「調べる」過程において１時間ごとの学習課題を設定した。その際、単

元の学習問題を解決するために予想をさせ、その予想を 1時間ごとの学習課題へと位置づける

こととした。1 時間ごとの学習課題の追究を積み重ねていき、最終的に単元の学習問題の結論

を導き出す問題解決的な学習過程となるようにした。具体的には、第①時において、工業製品

の輸送手段に関するＤＶＤの視聴、食料品（パンや麺類など）に関する原材料の輸入先のグラ

フや表などの資料の読み取りを通して、児童の疑問や予想を整理しつつ、学習問題を設定して

いった。ここでは、「主体的・対話的で深い学び」の視点での授業改善を図りつつ、児童にとっ

て貿易や運輸という社会的事象を具体的に、かつ、身近なものであると捉えさせ、最終的に、

我が国の工業生産における貿易や運輸の働きという抽象的な概念的知識を獲得させていこう

学習問題の結論 

貿易には、輸入によって日本で確保が難しい原材料や日本より安く生産される工業製品を

買ったり、輸出によって高い技術で作られた日本の工業製品を売ったりする役割があり、運

輸には、輸送手段を組み合わせて目的地に製品や原材料を届けるなどの役割がある。 

日本の工業生産にとって、貿易や運輸はなくてはならない重要な役割を果たしている。 

評 貿易や運輸の役割についてまとめることを

通して、学習問題の結論を考え、適切に表現して

いる。  

 【思・判・表②】〈発言・学習のまとめシート〉 

⇒Ｂ規準に達しない児童への支援方法 

 「学習のまとめシート」にある輸入・輸出・運

輸について、それぞれの項目にあてはまる重要な

言葉を使ってまとめるように助言する。 

学習問題 日本の工業生産にとって、貿易や運輸には、どのような役割があるのだろうか 

 役割 

輸入 ・日本で確保が難しい原材料を買う 

・日本より安く生産される工業製品を買う 

輸出 ・日本で生産した工業製品を売る 

・高い技術で作った工業製品を売る 

運輸 ・日本全国に原材料や工業製品を届ける 

・目的や条件によって輸送手段を組み合わせている  

学習問題の結論 
 貿易には、輸入によって日本で確保が
難しい原材料や日本より安く生産できる工
業製品を買ったり、輸出によって高い技術
で作られた日本の工業製品を売ったりす
るなどの役割があり、運輸には、輸送手
段を組み合わせて目的地に原材料や工
業製品を届ける役割がある。 
 日本の工業生産にとって、貿易や運輸
はなくてはならない重要な役割を果たして
いる。 

貿易 



【児童の振り返り「貿易」】         【児童の振り返り「運輸」】 

 

と考え実践した。 

実際の授業では、第②・④時の児童の振り返りに、自動車をはじめとする様々な輸送手段の

よさや、様々な国々と様々な輸出入品を貿易していることなどについての記述が見られた。 

 

 

 

 

 

 

第②～⑤時において学習課題の追究を積み重ね、第⑥時に学習問題の結論を導き出すことが

できた。児童は、貿易や運輸の役割についての理解を深め、より抽象的な概念的知識を獲得す

ることができた。 

イ ②「学習のまとめシート」を学習の見通しと学習の足跡として活用することで、児童の思

考を深めることができるようにする。  

  本事例では、「学習のまとめシート」を活用し、学習の見通しといった視点から、単元全体の

学習に見通しをもてるようにシートの構成を工夫した。また、学習の足跡といった視点から、

「調べる」過程において 1時間ごとの学習課題の追究で分かったこと、考えたことを記述、蓄

積させていった。 

  

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 運輸に関する施設にはトラックターミナルや

空港があり、輸送手段としてトラックや鉄道、船

などが使われていることが分かった。国内外の交

通網を生かした運輸が行われていて、それぞれの

輸送手段の長所を生かしている。 

 私は、道路という交通網を生かしているから、

自動車が一番使われていると考えた。 

 日本は、石油をはじめとする燃料や原料のほと

んどを輸入に頼っていたり、輸出では、現在の輸出

品で輸出額が最も多いのは機械製品で、その額は

世界でトップクラスであったりすることが分かっ

た。 

 私は、貿易が止まってしまったら、日本では必要

なものを手に入れられず困ってしまうと思った。 

工業生産を支える運輸と貿易 学習まとめシート           名前                   

 

 

 

輸送手段 特ちょう 

➡ 

運輸の特色 

➡ 

運輸が果たす役割 

自動車 

（トラック） 

 

 

 

 

 

 

 

 

鉄道 

 

 

 

船 

 

 

 

飛行機 

 

 

 

 

輸入  輸出 

 金額 
 

 

 品目 
 

 

 相手国 

 

 

 

 

   

 特色  

   

 役割 

 

 

 

 

貿易に関する課題①  

➡  貿易に関する課題②  

貿易に関する課題③  

 

学習問題  

学習問題の結論 

貿易には                                             

運輸には                                             

 日本の工業生産にとって、                                     

第２時 

 トラックターミ

ナルなどの写真資

料や交通網の広が

りを示した図から、

工業製品がどのよ

うな輸送手段で運

ばれるかについて

調べ、日本の運輸の

特色について話し

合う。 

第３時 

 日本の貿易の輸

入について、輸入額

や輸入品の変化、輸

入相手国などを調

べ、日本の輸入の特

色について考える。 

第４時 

 日本の貿易の輸

出について、輸出額

や輸出品の変化、輸

出相手国などを調

べ、日本の輸出の特

色について考える。 

第５時 

 日本の貿易に関

する課題について

調べ、話し合う。 

第６時 

 日本の工業生産

における貿易や運

輸の役割をまとめ

ることを通して、学

習問題の結論を考

える。 



  学習の足跡としては、例えば、貿易（輸入と輸出）について、表の形式で、⑴輸出入額、⑵輸

出入品、⑶輸出入相手国といった項目ごとに整理をさせ、比較・分類したり、総合したりして

考え、思考を深められるようシートの構成を工夫した。 

  第③・④時において、貿易（輸入と輸出）について上記の項目ごとに表に整理をし、第⑤時

において、貿易（輸入と輸出）に関する課題を整理していった。その後、第⑥時では、これま

でに一人一人が整理した「学習のまとめシート」を持ち寄り、小グループで学び合い、貿易（輸

入と輸出）の役割について考えていった。 

  一方、「学習のまとめシート」の活用は、「主体的・対話的で深い学び」の視点での授業改善

を図ることもねらいの一つである。 

  実際の授業では、第②時において、複数の輸送手段の特徴を調べ、運輸の特色について考え、

文章で表現した。第③～⑤時において、一人一人が貿易（輸入と輸出）とその課題について表

に整理し、貿易（輸入と輸出）の役割について考え、文章で表現した。 

  その後、第⑥時では、一人一人がそれを持ち寄り、小グループで学び合い、学習問題の結論

として、貿易と運輸の働きについて思考を深めることができた。 

 

ウ ③ＩＣＴ端末のデータ共有機能を活用することで、児童の対話的な学びの活性化を図る。  

  本事例では、児童の対話の活性化と情報共有の効率化を図ることで、「主体的・対話的で深い

学び」の視点での授業改善を図ろうと考え、「Microsoft Teams」のデータ共有機能を多くの場

面で活用した。  

   第⑥時では、児童が自分の「学習のまとめシート」を土台にして小グループで話し合いを行

い、結論をＩＣＴ端末に入力させた。「Microsoft Teams」のデータ共有機能を使って全ての小

グループの考えを大型テレビに映し出すことで、即時に情報共有することができた。学級全体

で小グループの考えについて共通点や相違点を探し合いながら、児童の意見交流の活性化を図

ることができた。 

   また、資料の提示にもＩＣＴ端末を活用した。第②時では、工業製品の輸送手段について調

べる際、「自動車」・「鉄道」・「船」・「飛行機」などについて各小グループに追究さえるための資

料を「Microsoft Teams」のデータ共有機能を活用し、提示した。児童は、輸送手段に関する資

料を基に、効率的に追究することができた。 

   一方、教師にとっては、各小グループの資料の作成、印刷、配付などの作業がほとんどなく

なり、効率的に指導することができた。 

 

⑵  実践に当たっての留意点 

  本小単元のみならず、問題解決的な学習を充実させるためには、単元の目標と内容、そして、

評価規準を踏まえた単元全体のデザイン（単元構成）を綿密に考えることが重要である。そこ

で、まず単元の学習問題と 1時間ごとの学習課題を設定する際、児童の疑問や予想を活かして

いくことを大切にした。また、「学習のまとめシート」を作成し、活用することとした。このシ

ートは、学習の見通しといった視点から、単元全体の学習に見通しをもてるように構成を工夫

し、学習の足跡といった視点から、「調べる」過程において 1 時間ごとの学習課題の追究で分

かったこと、考えたことを記述、蓄積させていった。 

 これら２つの手立てによって、「主体的・対話的で深い学び」の視点での授業改善を図り、問

題解決的な学習を充実させることは、大変重要であると考えている。 



【参考】「学習のまとめシート」（Ｂ４、記載例） 

 

工業生産を支える運輸と貿易 学習まとめシート           名前                   

 

 

 

輸送手段 特ちょう 

➡ 

運輸の特色 

➡ 

運輸が果たす役割 

自動車 

（トラック） 

・全国に通じる道路で目的地に

直接製品を届けられる。 

・少量の荷物を近距離に運ぶの 

 が得意。 

・二酸化炭素の排出量が多い。 

 

・届ける場所・製品の

大きさや量・必要な

時間などの目的や

条件に応じて、さま

ざまな輸送手段を

組み合わせ、原材料

や製品を運んでい

る。 

・輸送量の割合の多

くは、自動車と船の

輸送が占めている。 

 

日本の工業生産

にとって、工業製

品をつくるのに必

要な原材料や、工

場でつくられた製

品を目的地に運ぶ

ため、大切な役割

を果たしている。 

 

鉄道 

・重い製品を時間通りに運べる。 

・たくさんの荷物を運べる。 

・線路がないところに製品など

は届けられない。 

船 

・重い製品などでも、遠くまで、

安く、一度にたくさん運べる。 

・運ぶのに時間がかかる。 

飛行機 

・製品などを早く運べる。 

・重い製品などは運べない。 

・輸送に費用がかかる。 

 

輸入  輸出 

・輸入額は増えている 

（1962年から現在にかけ４０倍以上） 
金額 

・輸出額は増えている 

（1962年から現在にかけ５０倍以上） 

・原料などの燃料と機械類が多い 品目 
・機械類や自動車などの機械製品が多い 

（合わせると６０％以上） 

・サウジアラビア、アラブ首長国連邦（原油） 

・アメリカ合衆国（食料品や化学製品） 

・インドネシア、マレーシア、オーストラリア

（天然ガスや石炭） 

・中国、台湾（電気製品） 

相手国 

・アメリカ合衆国（自動車、機械類） 

・中国（機械類、化学製品） 

・韓国、台湾、香港、東南アジアなどの近くの

国々や地域との取引が多い。（精密機械） 

   

・日本で生産できない製品や日本より安く生産さ

れる製品を買っている。 

・あつかう金額は年々増加している。 

特色 

・高い技術が必要な製品を多く売っている。 

・アジアなど近くの国々との取引が多い。 

・あつかう金額は年々増加している。 

   

日本の工業生産にとって、工業製品の生

産に必要な原材料や燃料、食料などを外国

から買っている。 

役割 

日本の工業生産にとって、日本の工業を

さらに発展させるため、高い技術でつくら

れた工業製品を外国に売っている。 

 

貿易に関する課題① 原材料やエネルギー資源を輸入に頼っている 

➡ 
日本は、再生可能エネルギーの開発に

加え、取引相手国を増やしたり、貿易相

手国とよい関係を築いたりするなどの

努力をしていかなければならない。 

貿易に関する課題② 海外での現地生産で国内産業の空どう化が起こる 

貿易に関する課題③ 海外の災害や事件によって、輸出入が不安定になる 

 

学習問題 日本の工業生産にとって、貿易や運輸には、どのような役割があるのだろうか。 

学習問題の結論 

貿易には 輸入によって日本で確保が難しい原材料や日本より安く生産される工業製品を買ったり、輸出によ

って高い技術でつくられた日本の工業製品を売ったりするなどの役割があり、 

運輸には 輸送手段を組み合わせて目的地に原材料や製品を届ける役割がある。                         

 日本の工業生産にとって、貿易や運輸はなくてはならない重要な役割を果たしている。 

 

【第①時に記入】 

【第②時に記入】 

【第③時に記入】 【第④時に記入】 

【第⑤時に記入】 

【第⑥時に記入】 


